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リモナス目の新種 Abollifer globosa として記載した。マリモナス目生物は報告例が少なく形態的特徴
の把握が進んでいないため、本株の詳細な電子顕微鏡観察を行い、マリモナス目の鞭毛装置構造がサウ
マトモナス目のものに類似していることを初めて明らかにした。本研究はマリモナス目とサウマトモナ





collectus として扱うのが妥当であると考えられた。本研究によって、novel clade4 の実体が初めて明
らかにされ、テコフィローサ綱の多様性の一端が明らかとなった。 






























平成 28年 1月 28日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終
試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委
員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
